
方がないこととして解釈するの
ではなくて、なぜ解決ができな
いのか、どうすれば解決が出来
るのかを検討し、活動していく
ことかな。

（毛）昨年度までは僕ら２人で
やっておりましたので、正直手
を付けたくても、できないこと
があったんです。でもこれから
はもうガシガシやっていきます
ので！

（鈴）これまで「センターに電
話しても誰もいない」というお
声も多数聞かれてご迷惑をかけ
ることもしばしば。しかし市民
の皆さん、ご安心ください。こ
の点も解消できるかと思いま
す！電話、来所、訪問など皆さ
んのご希望に沿った形で対応さ
せていただきます！

（毛）なんだか大風呂敷を広げ
ているけど大丈夫かしら。

（鈴・毛）お任せあれ！

の皆さん一人ひとりがいきいき
と暮らせる街を目指して精進い
たしますので、これからもご協
力のほどよろしくお願いします。

（？）春は新たな門出の季節で
すからね。この瓦版も昨年度と
はひと味違う切り口で発信をし
ていきますので、お楽しみに！

（ゆ）だ、だれなのアナタは！？
いや、アナタたちは―！？
　※詳細は33ページをご覧あ
れ！

まして。
（ゆ）パ、パワーアップ？どう
いうこと？

【基幹相談支援センター？】
（鈴）下野市障がい者相談支援
センターは今年度から「基幹相
談支援センター」となり、機能
強化がなされたのです。

（ゆ）正直よくわからん…
（毛）具体的にはまず、人が増
えました！

（鈴）それに伴い、相談支援セ
ンターの仕事の２本柱である
「相談対応」と「地域づくり」
にこれまで以上の力を入れられ
ることになります。

（ゆ）相談対応はわかるんだけ
ど、地域づくりって具体的には
どういうことなの？

（鈴）ひとりひとりの相談に対
応していると、いまの地域の体
制では解決のできないことも
色々と出てくるんだ。それを仕

（ゆ）いや、声高らかな発表は
もういいから端的に。

（毛）「児」が入ったんですよ、
「児」が。
（鈴）そうそう。これが入るの
と入らないのとでは大違い。
ビッとしますねー。

（ゆ）あまり変わらない気が…
（毛）シャラーップゆうぽん！！
医療的ケアを必要とする人や精
神障がいを抱える人たちなど、
どんな人にとっても住みやすい
地域づくりに着手す
る基幹相談を実施し
ていくのです！

（鈴）いずれにせよ
ですが、市民の皆さ
ん、今年度から下野
市障がい児者相談支
援センターと名称を
新たにスタートしま
した。障がいに関す
るご相談やご意見な
ど、お気軽にお声掛
けください。

（鈴）障がいの有無
にかかわらず、市民

第十二歩 今年度もよろしくお
願いします

【新年度の幕開け】
（鈴）これは事件ですね。
（毛）ええ、まさしく。
（ゆ）ねぇ何？何が起きたの？
（鈴）わからないんですか、ゆ
うぽん。

（毛）今月から新年度だってい
うのに、この瓦版がまだ続いて
るんですよ！

（鈴）なにはともあれ今年度も
皆さんよろしくお願いします！

（毛）あ、あとついでといって
はなんですが。

（ゆ）ん？なになに。まだ何か
あるの？

（毛）いや、そんなに騒ぐこと
でも無いんですが。

（ゆ）んもぉ、何なのよあなた
たちは！勿体ぶって！

（鈴）実は下野市障がい者相談
支援センターがパワーアップし

【リニューアル】
（ゆ）もしかしてセンターの名
称も変わってしまうとか？

（毛）ふふふ、さすがゆうぽん。
我々との付き合いが長いだけあ
る。

（ゆ）いや、まだ１年も経って
ないけど…

（鈴）ご名答！実は名称も変わ
るのです！スペクタクルな変貌
を遂げるのです！

（毛）では発表いたしましょう！
その名も…

（ゆ）ドキドキ
（鈴）下野市障がい児者相談支
援センター！

（毛）おおー！
（ゆ）え、え？なんて？
（鈴）ですから、下野市障がい
児者相談支援センター！

（毛）キターー！！
（ゆ）えーと、質問よろしいで
しょうか？

（鈴）はい、ゆうぽん！
（ゆ）どこがどう変わったので
しょうか？

（鈴）ですから！下野市しょ…
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■問い合わせ先
　下野市障がい児者相談支援センター
　☎（37）9970


